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近代日本建築史における基本文献、待望の新装普及版！

第 26回日本建築史学会賞受賞

日本近代の文化財修理史において、「復原」をめぐる保存思想はどのよ
うに形成されたのか。昭和 9年に開始された法隆寺昭和大修理の現場
を中心に、建築を 「保存」 するという行為そのものに内在する本質的な
問題についての考察し、現代の保存に何を示唆しているかを問い直す。


